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OG-39 

商務省-商務省デジタル戦略 

商務省のミッション：経済の成長と、その機会を作り出すことである。 

デジタル戦略目標（2014-2018）は、経済成長・技術競争力・持続的発展を促進

するインフラを整備することによって、国民すべてのために雇用の創出と生活水

準の向上を図ることである。 

そこには、事業や政府の意志決定のための経済的、人口学的データを収集する

こと、特許や商標の権利を付与すること、工業分野の標準化を推進することが含

まれる。 

その優先課題は： 

1.貿易と投資：市場と顧客への企業のアクセスと、世界中からの投資の支援 

2.イノベーション：米国の製造と新技術の復活を促進し、活気に満ちたデジタル経済を確保し、産

業界主導のスキルとトレーニングの成果の成長を助ける。 

3.データ：ビジネスリーダーが最善の意思決定を下せるように、より多くの政府データを公開し、よ

り多くのスタートアップを生む基盤を作る。 

4.環境：変化する地球に適応して、環境を保護し、ビジネスとコミュニテイを支援する。 

5.オペレーショナルエクセレンス：職員が使命を達成するために必要なツールと知識を完備し、より

顧客中心の文化を育成する。 

＊この目標を達成するのがデジタルガバンメント戦略である。 

 

戦略目標 A.情報中心(第一原則) 

戦略目的 1.オープンデータ、コンテンツ、および Web APIを新しい基盤とする： 

Gartner社によると、2018年までに、デジタルガバンメントプロジェクトの 40％以上がどのようなデ

ータもオープンデータとして取り扱うようになる。（図 2） 

実施計画：1.2.すべての新しい ITシステムがオープンデータ、

コンテンツ、Web API政策に従っていることを確認し、商務省デ

ータ開発者プログアム Commerce Developer Program を運用

する。 

1.2.1.オープンを基盤とする新しい ITシステムを構築するため

の文書政策を作成する。 

将来の情報システムとサービスがオープンデータ政策

（M13-13）に準拠し、APIを活用するための既存のシステムを更新するために、商務省は既存のプ

ロセスとワークフローに対するデジタル戦略、オープンデータの要件、ガイダンスとを統合する。そ

のために、CIOオフィスは、プロジェクトのデータオープン性と相互運用性を検証し、確認する。 

1.2.4.オープンデータ日程計画は Enterprise Data Inventory (EDI)の要約をする。 

商務省のデータの量と複雑さを考え、行政管理予算局 OMB とＧＳＡと協力して、OMBの方針に準

拠したEDIを構築する。しかし、商務省は、まだ数百万のデータセットを単一のデータ管理システム

に完全に統合するための作業を終えておらず、継続中である。 

https://www.commerce.gov/
https://www.commerce.gov/page/digital-strategy
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%9A%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%8A%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B9
https://www.commerce.gov/page/digital-strategy
http://qiita.com/NagaokaKenichi/items/df4c8455ab527aeacf02
http://www.gartner.com/newsroom/id/3069117
file://///LS-QL25F/Share/0.OG/2017/OG-45/「Engage」ツールセット
https://www.commerce.gov/page/commerce-developer-program
https://project-open-data.cio.gov/policy-memo/
https://project-open-data.cio.gov/policy-memo/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%82%B9
https://kotobank.jp/word/%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%80%E3%83%B3%E3%82%B9-42661
https://www.commerce.gov/doc/os/office-chief-information-officer
https://catalog.data.gov/dataset/department-of-agriculture-enterprise-data-inventory-69557
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E8%A1%8C%E6%94%BF%E7%AE%A1%E7%90%86%E4%BA%88%E7%AE%97%E5%B1%80
https://www.salesforce.com/jp/customer-success-stories/gsa/
https://uspto.data.commerce.gov/dataset/USPTO-Enterprise-Data-Inventory-EDI-and-Public-Dat/jkw7-h7fi
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1.2.5.オープンデータの日程計画を実施する。 

・マイルストーン 1： EDI を進める（2014年 2月 28日終了）。まず商務省のデータセット Enterprise 

Data Inventory (EDI)を増やす。現在は約 4万データセットを公開している。オープンガバンメント指

導者 Open Government Senior Leaders（OGSL）は、商務省の CIO、データスチュアード Data 

Stewards、大統領府のパブリックサイト Data.gov Points of Contact と協働し、さらに商務省プライ

バシー・オープンガバンメント局 Commerce Office of Open Government and Privacy と引き続き協

力して、追加の公開、非公開、および限定公開のデータセットを特定し、優先順位付を行う。 

・マイルストーン 2：（2月 28日-3月 31日）マイルストーン 1の改定をした EDIをOMBに提出する。 

・マイルストーン 3：現在公開しているパブリックデータセット Public Datasetsは商務省が持ってい

るデータセットの 1％以下である。さらなる向上をはかる。 

1.2.6.顧客からのフィードバックプロセスを開発する。 

商務省ホーム Webペイジに、顧客からのフィードバックサイト Commerce.Gov Feedback を立ち上

げた。この中には、商務省が推薦する推薦データセット suggest a dataset を Department-level 

Github accountなどのソーシャルメデアに接続できる「Engage」ツールセットも含まれている。最高

データ責任者の CDOオフィスは顧客の質問、コメントを受け付ける「オフィス・アワー」を開始した。 

商務省データアドバイザー協議会 Commerce Data Advisory Council （CDAC）も全省庁のために

産業界からのフィードバック・チャンネルを設置した。 

1.2.7商務省データセット公開プロセスを公開する。 

戦略目的 2.既存の価値の高いデータとコンテンツを Web API を通じて利用可能にする。全省庁は

共通のオープン標準を使わなければならない。この標準はモバイルのウェブサイトにも適用する。

実施終了日程：2014年 5月 31日 

2.1新しいオープンデータ、コンテンツ、商務省のWeb APIポリシーに準拠するための第一候補とし

て、価値の高いデータまたはコンテンツを含む少なくとも 2つの既存の主要な顧客対応サービスの

特定を顧客と連携を図る。現在進行中。 

2.1.1.カスタマーエンゲージメント を実施する。 

顧客の声を聞くために、ブログ、FACEBOOKの poll、Tweetsを利用している。商務省のフィードバ

ックシステムを改善するために、以下の処置をとった： 

・data.commerce.govのWebページに、「データセットの提案」Webフォームと、ソーシャルメディア経

由で接続するための「Engage」ツールセットを含む機能を追加した。 

・商務省の Githubでパブリックリポジトリを公開し、投稿に応答している、 

•チーフ・データ・オフィサー・オフィス CDOオフィスに「オフィス・アワー」を設け、市民からの質問と

コメントを提示している。 

•商務省全体の産業界からのフィードバックを導き出すことを目的とした CDACを立ち上げた。 

2.1.2.システム（データセット）のリストの作成する。 

Export.gov API：対象利用者：国際輸送代理店業者連盟 

Census API：対象利用者：経済・人口データ利用者 

2.2.Web APIを介して少なくとも 2つの既存の主要な顧客対応システムで高価値のデータとコンテ

ンツを公開する。進行中 

https://uspto.data.commerce.gov/dataset/USPTO-Enterprise-Data-Inventory-EDI-and-Public-Dat/jkw7-h7fi
https://uspto.data.commerce.gov/dataset/USPTO-Enterprise-Data-Inventory-EDI-and-Public-Dat/jkw7-h7fi
https://uspto.data.commerce.gov/dataset/USPTO-Enterprise-Data-Inventory-EDI-and-Public-Dat/jkw7-h7fi
http://www.osec.doc.gov/opog/OG/og_contacts.html#OGSL
https://en.wikipedia.org/wiki/Data_steward
https://en.wikipedia.org/wiki/Data_steward
https://www.data.gov/about
http://osec.doc.gov/opog/
https://uspto.data.commerce.gov/dataset/USPTO-Enterprise-Data-Inventory-EDI-and-Public-Dat/jkw7-h7fi
https://www.gsa.gov/portal/category/100000
https://search.commerce.gov/search?query=Public+Datasets&submit.x=0&submit.y=0&affiliate=commerce.gov
https://www.commerce.gov/
https://www.commerce.gov/
https://www.commerce.gov/form/commercegov-feedback
https://search.commerce.gov/search?utf8=%E2%9C%93&affiliate=commerce.gov&query=suggest+a+dataset&commit=Search
https://github.com/CommerceGov/Policies-and-Guidance/blob/master/GithubGuidanceforDepartmentofCommerce.md
https://github.com/CommerceGov/Policies-and-Guidance/blob/master/GithubGuidanceforDepartmentofCommerce.md
http://osec.doc.gov/opog/OG/Archive/propose-your-ideas.html
http://www.esa.doc.gov/sites/default/files/cdac/cdo-goals.pdf
http://www.weblio.jp/content/%E3%82%AA%E3%83%95%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%82%A2%E3%83%AF%E3%83%BC
http://www.esa.gov/cdac/?_ga=2.203648144.1847045912.1503314797-1492185369.1503314797
https://www.usda.gov/sites/default/files/documents/usda-public-dataset-publication-process.pdf
https://www.commerce.gov/page/digital-strategy
https://www.avaya.com/jp/faqs/faq-detail-customer-engagement/
https://www.facebook.com/OpinionPolls
https://data.commerce.gov/
http://open.canada.ca/en/suggested-datasets
http://osec.doc.gov/opog/OG/Archive/propose-your-ideas.html
https://github.com/CommerceGov
https://teratail.com/questions/8761
http://www.esa.doc.gov/sites/default/files/cdac/cdo-goals.pdf
http://www.weblio.jp/content/%E3%82%AA%E3%83%95%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%82%A2%E3%83%AF%E3%83%BC
http://www.esa.doc.gov/cdac/
http://2016.export.gov/ecr/eg_main_023148.asp
http://www.niyon.com/words/trade/archives/2005/08/fiata.html
https://www.census.gov/developers/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%82%B9
http://searchcrm.techtarget.com/definition/customer-facing
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2.2.1.将来計画を作成する。 

政策：Commerce.gov は 2013年 3半期末までに、いろいろなコンテンツ APIを、BEA 

はデータ APIを提供する。 

2.2.2. Commerce.gov は 2つ以上 Web APIを利用可能にする。 

 

戦略目標 B.共有プラットフォーム（第二原則） 

戦略目的 3.デジタルサービスイノベーションセンターとアドバイザリーグループを設立する：これは

連邦政府の全機関横断のプロジェクトなのでＯＭＢ、ＧＳＡが担当する。 

戦略目的 4.デジタルサービスの提供を改善するための機関内ガバナンスの確立する。 

各省庁がデジタルサービスとデータ資源を活用出来るようにするためにデジタルサービス支援グ

ループを設立し、指針を作成し、支援する。 

実施計画：4.2.商務省全体のデジタルサービスの開発と提供を確立する。 

4.2.0商務省のデジタル戦略ガバナンスを確立する。 

デジタル製品のコミュニケーションと監督を強化するために既存の枠組みの中で取り組んでいる。

市民と連携するオフィス Office of Digital Engagement はモバイル用ウエブ作成方針と成功事例

Web Policies and Best Practicesを立ち上げた。チーフデータオフィサー（CDO）のオフィスOffice of 

the Chief Data Officer も設立した。 

戦略目的 5.連邦政府全体の資産管理および調達モデルをモバイルモデルへ移行する。GSAは

全省庁でモバイルと無線サービスによる調達を確立する。 

連邦政府 CIO 協議会はデジタルサービス支援グループと協働で企業モバイルアプリを政府機関

に導入する。 

実施計画 5.2.モバイルとワイヤレスサービス契約の企業全体のインベントリを開発する:完了 

5.2.1.無線とモバイルの APIの開発をする。進行中 

実施計画 5.3.すべての新しいモバイル調達の評価方法について政府全体の契約システムを評価

する。進行中 GSA's BPAを使用する。 

 

戦略目標 C.顧客中心（第三原則） 

戦略目的 6.最新の情報ツールと技術を使った、より良いデジタルサービスの提供をする。 

実施計画：6.3.すべての新しいデジタルサービスが改善指針に沿っていることを確認する:進行中 

戦略目的 7.モバイルで最優先顧客向けサービスの改善をする。 

GSAは各省庁のモバイル移転プロジェクトの重複を防止し、共有を推進する。 

実施計画 7.1.顧客と連携して、少なくとも 2つの既存の優先顧客対応サービスを特定して、モバイ

ル利用を最適化する:進行中 

7.1.1. 顧客エンゲージメントを作成する。 

Facebook tweets などで顧客からのフィードバックを求める 

7.1.2.データセットの利用者優先順位付けをする 

NOAA Coast Survey Maps：対象利用者＝レクレーションのボート乗り 

Census mobile app：利用者：対象利用者＝人口統計データ利用者 

https://www.commerce.gov/
https://github.com/CommerceGov/commerce.gov-api
https://bea.gov/
https://www.commerce.gov/page/api-documentation-commercegov
http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/COLUMN/20100513/347972/?rt=nocnt
https://18f.gsa.gov/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E8%A1%8C%E6%94%BF%E7%AE%A1%E7%90%86%E4%BA%88%E7%AE%97%E5%B1%80
https://www.salesforce.com/jp/customer-success-stories/gsa/
https://obamawhitehouse.archives.gov/digitalgov/advisory-group
https://obamawhitehouse.archives.gov/digitalgov/advisory-group
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%83%90%E3%83%8A%E3%83%B3%E3%82%B9
https://www.commerce.gov/file/dsc02168jpg
http://osec.doc.gov/webresources/doc_web_policies_best_practices.htm
https://en.wikipedia.org/wiki/Chief_data_officer
https://www.commerce.gov/adminofficials/chief-data-officer
https://www.commerce.gov/adminofficials/chief-data-officer
https://www.gsa.gov/portal/category/100000
https://www.cio.gov/
https://obamawhitehouse.archives.gov/digitalgov/advisory-group
https://en.wikipedia.org/wiki/Enterprise_inventory_pattern
https://www.gsa.gov/portal/content/199353
https://www.usda.gov/media/digital/digital-style-guide
https://www.gsa.gov/portal/category/100000
http://total-engagement.jp/ebook/%E9%A1%A7%E5%AE%A2%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B2%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88%E8%B6%85%E5%85%A5%E9%96%80_2015.pdf
https://www.nauticalcharts.noaa.gov/csdl/coastalmaps.html
https://www.census.gov/mobile
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実施計画 7.2.モバイル利用のために少なくとも 2つの既存の優先顧客対応サービスを最適化し、

既存のサービスを改善する  

7.2.1 モバイルサービ APIを実装する 

第三四半期末までに Commerce.govAPI と BEAs API を導入する 

戦略目的 8.デジタルサービスを改善するために稼動状況と顧客満足度を測定する 

測定を支援するためにデジタルサービス・イノベーションセンターが共通のツールを確認する。 

実施計画 8.2.gov Websites でのパフォーマンスと.顧客満足度ツールの実装する:完了 

8.2.1.パフォーマンス測定ツールを実装する 

8.2.2.顧客満足度ツールを実装する（最新改定日 2015年 5月 28日） 

 

戦略目標 D.セキュリテイ・プライバシー・プラットフォーム（第四原則） 

戦略目的 9.新情報技術の安全で、確実な導入プロセスの推進する。 

戦略目的 10.セキュリティとプライバシーのプロセス評価と合理化を推進する。 

9.と 10は全省庁を横断して DHS/DOD/NISTが担当する。 

 

＃商務省のデジタルガバンメント作業チーム構成： 

約 47000人、12局からなる商務省のデジタルガバンメント作業チーム

は Office of Digital Engagement.が中心となり 

全局から参加している。（図 3） 

https://wiki.mef.net/display/CESG/Customer+Facing+Service
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%82%B9
https://www.commerce.gov/tags/mobile-app
https://www.bea.gov/API/docs/index.htm
https://gsablogs.gsa.gov/dsic/about/
https://en.wikipedia.org/wiki/.gov
http://2016.export.gov/california/ca/customersatisfaction/index.asp
https://pulse.cio.gov/analytics/domains/#q=Department%20of%20Commerce
http://2016.export.gov/california/ca/customersatisfaction/index.asp
https://www.dhs.gov/
https://www.defense.gov/
https://www.nist.gov/
https://www.commerce.gov/file/dsc02168jpg

